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⑦ コーポレート・ガバナンスに関する基本的な考え方及びその施策の実施状況
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当中間期は、エレクトロオプティクス部門で高精度の製品の受注が拡大し、主力の工場はフ
∵





１１

（２）アイケア分野 当中間期 ： 680 億 7千9百万円 （前年同期比、9.0 ％増）

○ビジョンケア 当中間期 ： 504 億 5千7百万円 （前年同期比、8.1 ％増）

・

・

・

○ヘルスケア 当中間期 ： 176 億 2千1百万円 （前年同期比、11.6 ％増）

・

・

メガネレンズの国内市場は、緩やかな回復傾向が継続しており、当社では、低価格帯では
依然厳しい価格競争があるものの、新製品の市場投入と累進レンズを中心とした製品の高
付加価値化により高価格帯で成長し、全体の売上は前年同期に比べ増加しました。

メガネレンズの海外市場では、アジア・大洋州、欧州、北米のすべての地域で新製品の市
場投入と高屈折レンズ等の製品の高付加価値化を進めて堅調に推移し、海外市場合計の売
上は前年同期に比べて増加しました。特に欧州では最大市場のドイツの回復が顕著で、欧
州市場全体の底上げにつながりました。

コンタクトレンズは、市場で安売り店が価格競争を続ける中、当社では、継続的な新規出
店と、専門知識を活かした接客サービスの向上により集客の強化をはかり、さらに遠近両
用レンズ等の高付加価値商品の販売拡大により、前年同期に比べて売上は増加しました。
眼内レンズ（ＩＯＬ）は、軟性（ソフト）ＩＯＬが国内外で好調に推移し、特に新製品の
イエローレンズが好評で、前年同期に比べて売上が増加しました。

その結果、部門全体で前年同期に比べて売上は増加しました。



１２

（３）その他 当中間期 ： 21 億 8千8百万円 （前年同期比、18.0 ％減）

○クリスタル 当中間期 ： 12 億 4千万円 （前年同期比、34.4 ％減）
・

○サービス 当中間期 ： 9 億 4千8百万円 （前年同期比、22.2 ％増）

２．当中間期の財政状態

・総資産 ：





























２６

[後発事象：株式の分割に係る注記]

１．分割により増加する株式数
　普通株式 337,047,015株

２．分割の方法

３．配当起算日
平成17年10月1日

当中間期 前中間期 前　　期
自平成17年4月1日 自平成16年4月1日 自平成16年4月1日
自平成17年9月30日 自平成16年9月30日 自平成17年3月31日

1株当たり株主資本 684円 60銭 563円 08銭 623円 59銭

1株当たり中間（当期）純利益 87円 47銭 74円 73銭 144円 71銭

潜在株式調整後1株当たり中間
（当期）純利益 87円




